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№ 

位置付け 
具体的な内容 

実施・進捗について 

（京都市） 
「農林家等会議」委員からの意見 

中間 

評価 

6 減農薬・減化学肥料栽培

や味にこだわった栽培法

の推進 

 旬野菜推奨事業における残留農

薬調査や講習会の開催，「京」有機

の会の活動などに取り組んできた。

今後も，市内産野菜の安心・安全を

確保するため，引き続き推進してい

く。 

 現状 

推進 

7 花の香りに着目した新商

品の開発などによる花き

需要の創出 

※※※※アンフルラージュアンフルラージュアンフルラージュアンフルラージュ：油脂
を利用して花から香料
を抽出する方法 

※※※※フラワーフラワーフラワーフラワーバスバスバスバス：：：：色とりど
りの花を浮かべた風呂 

 雇用対策事業を活用し，花の消費

拡大を図る取組として，アンフルラ

ージュ※講習，フラワーバス※を実施

した。事業終了後，花関連業界の活

性化と潤い・安らぎ・癒しのある市

民生活に欠かせない花文化の継承

を実現するため，別途新たな需要拡

大対策を講じていく。    

・フレグランスに注目する業界もあ

る。京都らしい花や木材の香りを

打ち出し，１次加工や６次産業化

を含めれば事業の幅が広がる。 

再再再再    

構築構築構築構築    

8 京都型農林業検討プロジ

ェクトの実施 

 学識経験者，若手農林業者，企業

家等による「京都型農林業プロジェ

クト委員会」を設置し，京都ならで

はの農林業の振興策を検討した。京

野菜をはじめ農林水産資源を活用

した６次産業化の展開や，市民農園

など市内の農林水産業が持つ多面

的機能を積極的に活用した取組な

ど，京都ならではの文化を活かした

農林業の振興策を進めていく。 

・京都型農林業プロジェクトで取組

が開始された鴨川の水産資源の利

用のような取組は，広がりは難し

いが，京都らしさのある良い取組

である。 

現状 

推進 

9 林業労働者の社会保障制

度や技術研修制度の充

実，森林組合等における

森林整備班の養成 

 森林組合作業班員の確保と定着を

図るとともに，林業労働者の長期就労

等を支援する府の施策に本市が上乗

せして助成してきた。今後は新規就労

者の確保や労働環境の改善に資する

取組への支援など，農山村を支える担

い手の育成をさらに事業を充実させ

て実施する。 

・林業そのものが産業として成り立

たず，仕事や給料が十分ではない

のが現状。 

・現在の雇用助成事業は，企業が若

い人を雇用しやすいというだけ

で，本人にはメリットがなく，若

い人の就業につながっていない。 

・林業に就いても，1,2 年で辞めて

しまう若者も多く，対策が必要。 

充実 

推進 

 

10 簡易診断・簡易補修によ

る農業用施設の長期利用 

 老朽化した農業用施設の計画的

な補修整備を補助事業や交付金で

支援することで，各施設の維持管理

コストを節減し，長寿命化を図る。 

 現状 

推進 

11 生産緑地や農業振興地域

制度の活用による生産基

盤の整備 

 地域や経営体の要望に応じ，農業

の経営改善を図るためのハード整

備を支援してきた。今後も，農業経

営の安定や所得の向上を図り，担い

手を育成するため，各種事業に取り

組んでいく。 

・農業機械の共同利用を行う農家組

合や地域の環境整備を行う地域農

業団体の支援も必要。 

 

充実 

推進 

12 森林総合整備事業※等に

よる生産基盤の整備 
 

※※※※森林総合整備事業森林総合整備事業森林総合整備事業森林総合整備事業：植林

から収穫に至る一貫した

森林整備を計画的に実施

し，森林の面的な整備を

行うとともに地域林業の

活性化を図る事業のこ

と。 

 林道等については，国・府の施策

に，本市の上乗せ支援や，市単独事

業の導入により，開設の促進を図っ

てきた結果，林内路網密度が

15.9m/ha になった。 

 また，高性能林業機械について

は，国の施策に本市が上乗せして支

援することにより，導入の促進を図

ってきた結果，搬出間伐量が増加し

た。 

 今後も継続して実施する。 

・需給を見極めた施策立案が必要。 

・間伐事業の単価が下がっている。

森林所有者は，自己負担が増えて

までよりよい山にしようと考えな

いと思われるため，間伐されにく

い状況にある。 

・従来にはなかった形での林業を目

指すために，「造林・育林」という

従来の補助制度にとらわれず，「造

山・育山」のような広い視野での

制度見直しや，新規事業の立案が

必要。 

・国の要件のため補助が受けられな

い 5ha未満の小規模搬出間伐でも

補助の対象となるような事業を

検討すべき。 

現状 

推進 

＊ 

＊P.21 別途新規事業を実施。 
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